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二冨三の除草剤がイネじま葉枯病発生に及ぼす影響

山本昌木※⑧達山和紀※⑧高木康至※※

1Masa虹YAMAM0T0，Kad．zmon　TATsUYAMA　and　Yasush工TAKAGI

　　　　　Effect　of　Some　Herb1c1des　on　tlhe　O㏄urence

　　　　　　　　of　He1m1nthospor1ose　of　R且ce　P1ant

　　　　　　　　緒　　　　　言

　近年・，ほ場の除草・収穫物の量的質的増産を目的とし

て種々の化学物質が使用されているが，これらの化学物

質は植物疾病の発生に対しても影響を及ぼしているよう

である（2）（3）（5）、また，いわゆる疾病防除剤の開発は，そ

の範囲を単に殺菌剤に限定することなく，種々の化学物

質について広く検討されるべきであろう（4）。このような

観点から二，三の除草剤のイネごま葉枯病発生に及ぽす

影響を調査したので，その結果を報告する、

第1表 供試除草剤のイネごま葉枯病発生に及ぼす影響

濃度（M）
1山　’　…

除草剤 10－4 10－5 10■6 10イ

2，4－D 5．95喰 ア．83 8．01 9．60

PCP 3．20 9．48 9．60 9．80

MCP ア．81 10．08 10．64 10．56

対照区 一9．81

1cm当当り病斑数

第2表供試除草剤のイネ幼苗に対する粂害

　　　　　　　　実験方法と結果

I　供試除草剤のイネごま葉枯病発生に及ぽす影饗

　除草剤は2，4－D，PCP（Sod1u㎜pentach1oro－

pheno1），：MCP（Sod1um　2－methy14－ch1orophe・

nOXya㏄伽e）を供試，いずれも原体を用いた。

　酋代で標準栽培したイネ幼酋（農林44号茅6葉苗）を

抜き取り蒸留水中に3目間放置したのち各供試液を満た

したポットで水耕，3日後にイネごま葉枯病菌分生胞子

（京大13号，ジヤガイモ寒天培地上2週間培養）の懸独

液（胞子密度：×150，1視野／0個）を噴霧接種，28◎C

の湿室に置き2日目の病斑数を測定した。第1表に示す

とおり，2，4－D，PCP処理区では，供試除草剤の濃

度の増大に従って発病が抑制されたが，MCPの／0－5M

以下の濃度区においてはむしろ発病が助長された。

　第2表は上記実験における供試除草剤の各区のイネ幼

苗に対する薬害を比較したものであるが，PCP，MCP

では10－4M区においてかなりの薬害が認められ，2，

4－D処理の区では供試濃度の範囲において濃度と薬害

の間に明らかな関係は認められなかった岬

皿　供試除草剤のイネこま葉枯病菌分生胞子の発芽に及

　ぽす影響

上記実験に示された供試除草剤とイ不こま葉枯病発生
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~~,~~(M) 
p_~~~~1j lc-4 10-5 10-6 lc-7. 

2 , 4-D 5 . 5~' 6.2 4.9 4.5 

PCP 18.5 5.7 4.5 1.9 

MC P 11.7 4.5 5.7 1 .9 

~~~~{.~~ 1.9 

枯死葉数百分率

との関係を考察するために，除草剤のイネごま葉枯病菌

分生胞子の発芽に及ぼす影響を調査した。第3表は種々

の濃度の供試除草剤溶液中における発芽をスライド法に

よって調べたものである、表に示すとおり，2，4－Dで

は／0－5M以上の濃度区において発芽が抑制され，PCP

では／0■7M区においても発芽率の低下が認められた。

MCP区では、その濃度と発芽率の間に明らかな関係は

認められなかった、

　つぎに，供試除草剤の，イネごま葉枯病発病の第一段

階である葉上水滴中の発芽に及ぼす影響を調べるため

に，除草剤を吸収させたイネ幼苗附着水滴中における供

試菌の発芽を調べた。蒸留水を満たしたペトリ皿の上面

に張られたガーゼ上に，別に28◎C定温器中でわずかに

発芽させたイネ種子（ペトリ皿当り40個）を並べて28

oC定温器内に放置，3目後にペトリ皿内の蒸留水を除草

剤溶液と交換，さらに3日間放置した。つぎにこれらの

ペトリ皿を湿室中に入れ，蒸留水を噴霧し24時間後に幼
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苗（約60血m）上に付着している水滴をスポイドで集め

て発芽液とした。第4表に示すとおり，2，4－D，PCP

で処理した幼苗上の水滴中では発芽が抑制され，　MCP

で処理した区では明らかな傾向は認められなかった。

第3表　供試除草剤溶液中におけるイネごま葉枯病菌分

　　　　生胞子の発芽

第5表　供試除草剤で処理したイネ幼苗まさい汁中にお

　　　　けるイネごま葉枯病菌分生胞子の発芽

除草剤鰍M）1 10－4 10－5 10‘6 ／0・7

2，4－D 76．25蟻 81．87 90．21 94．52

P　C　P 64．51 80．33 88．64 90．45

MC　P 88．11 89．24 90．02 89．56

対照区
1・・1・

濃度（M）

‘’除草剤濃度（M）l　l・一・
10－5 10－6 10－7

2，4－D 75．21※ 78．18 87．18 91．98

P　C　P ／2．45 72．72 82．54 8ろ．91

lM1C　P 85．85 90．34 80．92 78．14

対照区 I90．43

瀞　発芽百分率

第6表供試除草剤を添加した培地上におけるイネごま

　　　　葉枯病菌々糸の発育

発芽百分率

第4表　供試除草剤で処理したイネ幼苗葉上水滴中にお

　　　　けるイネごま葉枯病菌分生胞子の発芽
’　　　一一

除草剤濃度（M）1 10－4 10■5 ／『6 10－7

2，4－D 78．81亭 85．57 88．98 93．08

P　C　P 55．35 75．32 85．72 88．45

MC　P 92．35 93．23 99．刎 99．28

対照区 1舳

発芽百分率

つぎに，供試菌のイネ組織内での進展に及ぽす除草剤

の影響を知るために，供試除草剤で処理したイネ幼苗ま

さい汁の抗菌カを調べた、幼苗は，前記実験において水

滴を採取した直後のものをそれぞれ用いた．第5表に示

すとおり，2，4－D，PCPで処理した幼苗のまさい汁中

では発芽が抑制され，MCPで処理したものでは，高濃

度区において若干の発芽抑制があるようであったが・

2，4－Dなどで処理した場合に比較して発芽率低下はき

わめてわずかであった。

皿　供試除草剤のイネこま葉枯病菌々糸の発育に及ぼす

　影饗

　第5表はイネ体内での除草剤の抗菌力を示したもので

あるが，イネ体内における病原菌の形態は菌糸であるの

で，供試除草剤の供試菌々糸の発育に及ぽす影響を調べ

た、所定の濃度になるように供試除草剤を混入した1％

蕨糖添加ジャガイモ寒天培地をペトリ皿に流し込み，固

化後，供試菌々糸片を植えつけて28ての定温器内に放

置，7日後の菌そう直径を比較した。第6表に示すとお

り，は／0－5M以上の濃度で明らかに菌糸の発育を抑制

した。2，4－DおよびMC　Pの高濃度区においても若干

除草剤濃度（M）一・・ 10‘5 10－6 10‘7

2，4－D 76楽 77 76　． 76

P　C　P 26 64 80 81

MC　P 77 79 80 80

対照区
1・・

※　菌そう直径（皿㎜）

の発育抑制が認められたが，対照区との差はわずかであ

った。

　　　　　　　　考　　　　　察

　植物疾病の発病阻止効果がどのような機作によって現

われるものか，また，病原体の感受体侵害のどの段階で

阻止が行なわれたかは，解明の非常に困難なしかも興味

ある問題である。本実験で供試した除草剤のうち，2，

4－D，PCPは明らかにイネごま葉枯病の発病を阻害す

る、これは内藤（3），山中（5），赤井（1）などの報告とよく一

致した。2，4－D，PCPで処理したイネ幼苗付着水滴

は抗菌カを有し，また，同じ幼苗のまさい汁も供試菌の

発芽を阻止するが，発病低下はこのような菌のイネ体侵

入前，侵入後における生育阻害が原因の一つと考えられ

る。イネ幼苗付着水滴，まさい汁中の供試除草剤の存在

は証明していないので，この抗菌力がどのような作用に

よるものか不明であるが，PCPに眼って言えば，第1

表，第6表に示したとおり，それ自体が強い抗菌カを持

っているので，幼苗付着水滴，まさい汁中に根から吸収

されたPCPが存在し，その直接の抗菌力が働いている

ものと思われる。2，4－Dについても，イネ幼苗付着水

滴、まさい汁中での抗菌作用が認められるが，第6表に

示すとおり，菌糸の発育に対する阻害力はきわめて弱

い。それにもかかわらず，かなりの発病阻止がみられる

のは，山伸（5）の推論するように2，4－Dの間接効果と関
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連があるかも知れないが，現在の段階では不明である。

MCPについては，高濃度区（10－4M）において若干の

発病阻止が認められたが，10－4Mでは薬害がいちじるし

く，除草剤としての実用濃度を越えており，むしろ低濃

度使用時の発病増大が問題であろう。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　イネごま葉枯病発生に及ぽす二，三除草剤の影響につ

いて調査した、2，4－D，PCP，MCPの3種の除草剤

を用い，10－4，10’5，10－6，10－7Mの濃度の溶液にイネ

幼苗の根を浸漬した。2，4－DとpCPでは10－7M以上

の濃度で，MCPでは10・4Mでイネごま葉枯病の発生が

減少したが，MCPの10－6M以下の濃度では発生がむし

ろ促進された。また，除草剤の供試菌分生胞子発芽，菌

糸発育に対する影響を調べ，イネごま葉枯病発生との関

連を検討した。

供試除草剤は，武田薬品KK，日産化学KKから分

与を受けた．記して感謝の意を表する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S田醐翻雛y

　The　present　paper　de釦s珊批h　the肥suhs　of　e夏pen醐鋤t魯　on独e　e童童脱お　o童so㎜e　h砿b1αd鍋

on　the　occurence　of　He1mnthospor1ose　of　nce　p1ants　fro＝m　the　chemotherapeut1c伽ew　p01nt

　Sodmm2，4－D，sod1um　PCP　and－sod1um　lMCP　were　used　m　thesee　expenments　　These
herb1c1d－es　were　supP11ed　to　地e　r1ce　p1ants　through　roots　　2，4－D　and．PCP　decreased　the

oc㎝rence　over10・6M　so1ut1on　MCP　decreased　the　oc㎝rence　m10－4M　so1ut1on，and　mder
10｝5M　solu．t1on，Promoted．the　occu－rence　　Then，some　exper1ments　were　carned　out　on　the

effects　of　the　herb1c1des　on　the　comd1a1ger㎜1natユon　and　hypha1growth　of　the　causa1fung肛s

m　order　to　know　the　re1at1onsh1ps　between　the　occIユrence　of　the　He1m1nthospor1ose　and

fung1c1da1act1v伽es　of　the　herb1c1des，and－some　d1scuss1ons　were　g1ven　on　the　expen皿enta1

resu1ts．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛！
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